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認
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認
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認
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認
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認
　
定

認
　
定

認
　
定

認
　
定

平
成
16
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

平
成
16
年
度
筑
紫
野
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
16
年
度
筑
紫
野
市
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
16
年
度
筑
紫
野
市
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
16
年
度
筑
紫
野
市
奨
学
資
金
貸
与
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
16
年
度
筑
紫
野
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
16
年
度
筑
紫
野
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
16
年
度
筑
紫
野
市
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
16
年
度
筑
紫
野
市
二
日
市
財
産
区
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
16
年
度
筑
紫
野
市
御
笠
財
産
区
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
No.

件
　
　
　
　
　
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
審
議
結
果

平
成
17
年第

４
回
定
例
会
（
９
月
）

平
成
17
年
第
４
回
定
例
会
（
９
月
６
日
〜
10
月
４
日
）

【
市
長
提
出
議
案
】

議

案

の

審

議

結

果

審
議
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議 会 報 編 集 委 員 会



第130号議会だより 筑　紫　野平成17年12月１日

（2）

平
成
16
年
度
筑
紫
野
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定

（
総
務
委
員
会
）

賛
成
多
数
認
定

本
決
算
の
概
要
は
、
収
入
済
み

額
、
３
０
０
億
９
９
１
４
万
１
２

１
４
円
、
支
出
済
み
額
２
９
４
億

９
３
７
２
万
７
７
５
４
円
で
、
歳

入
歳
出
差
し
引
き
を
す
る
と
、
形

式
収
支
で
６
億
５
４
１
万
３
４
６

０
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
決
算
審
査
に
当
た
っ
て

は
、
９
月
21
日
か
ら
28
日
ま
で
の

う
ち
５
日
間
を
か
け
て
、
決
算
書

及
び
決
算
認
定
資
料
並
び
に
議
会

が
要
求
し
た
決
算
審
査
資
料
に
基

づ
き
、
関
係
者
の
出
席
を
求
め
、

詳
細
な
説
明
を
受
け
、
慎
重
に
集

中
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
７
項
目
に
わ
た
る
意
見
を
集

約
し
、
委
員
会
と
し
て
の
付
帯
意

見
を
賛
成
多
数
で
採
択
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

総
務
委
員
会
と
し
て
、
市
長
、

助
役
及
び
収
入
役
の
出
席
を
求
め
、

７
項
目
の
付
帯
意
見
を
述
べ
、
市

長
の
見
解
を
伺
い
ま
し
た
。
市
長

か
ら
は
詳
細
な
見
解
を
述
べ
ら
れ
、

各
要
請
に
対
し
て
は
「
実
現
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
く
」
と
の
答

弁
を
得
ま
し
た
。

平
成
16
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
、
委
員
か
ら
「
再
開
発
事
業
や

西
鉄
・
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
の
開
発
等

は
、
新
た
な
公
債
費
を
増
や
す
こ

と
に
も
な
り
、
規
模
縮
小
も
含
め

て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
」「
同
和

対
策
の
業
務
を
見
直
し
、
適
正
な

人
員
配
置
を
行
う
べ
き
で
あ
る
」

「
ご
み
袋
の
値
下
げ
を
行
う
べ
き
で

あ
る
」
等
の
反
対
討
論
が
あ
り
ま

し
た
。

総
務
委
員
会
と
し
て
は
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

平
成
16
年
度
　
筑
紫
野
市
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
審
査

に
お
け
る
総
務
常
任
委
員
会

の
付
帯
意
見
に
つ
い
て

行
財
政
全
般
に
つ
い
て

平
成
16
年
度
は
、
国
の
三
位
一

体
改
革
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
厳
し

い
財
政
運
営
が
強
い
ら
れ
る
中
で
、

実
質
収
支
４
億
９
７
５
１
万
円
の

黒
字
や
起
債
制
限
比
率
を
平
成
15

年
度
並
に
抑
え
ら
れ
る
な
ど
一
定

の
評
価
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
経
常
収
支
比
率
は
平
成
15
年

度
よ
り
５
・
７
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

９
１
・
７
％
と
な
る
な
ど
、
財
政

状
況
は
一
方
で
は
硬
直
化
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

今
後
は
さ
ら
に
創
意
・
工
夫
を
重

ね
ら
れ
、
財
政
健
全
化
に
努
め
ら

れ
る
よ
う
要
請
す
る
。

職
員
の
時
間
外
勤
務
に
つ
い
て

時
間
外
勤
務
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
縮
減

対
策
が
行
わ
れ
て
お
り
、
一
定
の

努
力
の
成
果
が
う
か
が
え
る
。
今

後
に
お
い
て
も
、
職
員
の
健
康
管

理
の
面
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
さ

れ
、
さ
ら
に
縮
減
対
策
を
推
進
さ

れ
る
よ
う
要
請
す
る
。

収
税
対
策
に
つ
い
て

収
税
対
策
に
つ
い
て
は
、「
市
税

等
収
納
率
向
上
対
策
推
進
本
部
」

が
設
置
さ
れ
、
市
長
以
下
、
各
部

署
と
の
連
携
も
図
ら
れ
、
執
行
部

が
一
丸
と
な
っ
て
滞
納
解
消
に
努

力
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
一
定
の
評

価
を
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今

日
的
に
景
気
の
低
迷
が
続
い
て
い

る
中
で
は
、
な
お
一
層
の
滞
納
解

消
対
策
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
し

平成17年
第4回（9月）
定例会

主

な

議

案

認
定
11

認
定
12

認
定
13

報
告
8

報
告
9

報
告
10

議
案
59

議
案
60

議
案
61

議
案
62

議
案
63

議
案
64

議
案
65

議
案
66

議
案
67

認
　
定

認
　
定

認
　
定

承
　
認

――
原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

継
続
審
査

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

平
成
16
年
度
筑
紫
野
市
平
等
寺
山
財
産
区
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
16
年
度
筑
紫
野
市
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

平
成
16
年
度
筑
紫
野
市
下
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

(

平
成
17
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
〈
第
2

号
〉）

筑
紫
野
市
土
地
開
発
公
社
事
業
等
の
報
告
に
つ
い
て

財
団
法
人
筑
紫
野
市
管
理
公
社
事
業
等
の
報
告
に
つ
い

て福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
数
の
増
減
及
び
福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
数
の
増
減
及
び
福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

福
岡
県
市
町
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
組
合
を
組

織
す
る
市
町
村
の
数
の
増
減
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

福
岡
県
市
町
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
組
合
を
組

織
す
る
市
町
村
の
数
の
増
減
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

第
四
次
筑
紫
野
市
総
合
計
画
基
本
構
想
に
つ
い
て

筑
紫
野
市
文
化
会
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

筑
紫
野
共
同
福
祉
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

筑
紫
野
市
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

公
の
施
設
の
管
理
の
委
託
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
No.

件
　
　
　
　
　
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
審
議
結
果

（
委
員
会
審
査
報
告
要
旨
）



た
が
っ
て
、
税
負
担
公
平
の
原
則

の
観
点
か
ら
滞
納
解
消
対
策
に
つ

い
て
、
創
意
・
工
夫
し
な
が
ら
、

今
後
と
も
積
極
的
に
推
進
さ
れ
る

よ
う
要
請
す
る
。

福
祉
行
政
に
つ
い
て

保
育
所
・
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
男
女
共
同
参
画

の
実
現
・
女
性
の
社
会
参
加
の
促

進
や
少
子
化
対
策
の
推
進
に
大
い

に
寄
与
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
今
後
に
お
い
て
も
、
今
日

的
社
会
背
景
を
十
分
に
考
慮
さ
れ
、

子
育
て
支
援
施
策
の
推
進
を
図
ら

れ
る
よ
う
要
請
す
る
。

生
活
環
境
に
つ
い
て

宝
満
環
境
セ
ン
タ
ー
の
建
替
え

に
つ
い
て
、
平
成
16
年
度
一
般
会

計
予
算
審
査
に
か
か
る
総
務
常
任

委
員
会
の
付
帯
意
見
の
中
で
要
請

し
た
が
、
諸
般
の
事
情
か
ら
計
画

ど
お
り
の
予
算
執
行
が
実
現
で
き

な
か
っ
た
が
、
今
後
は
、
計
画
に
沿

っ
て
推
進
さ
れ
る
よ
う
要
請
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

あ
る
べ
き
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
都
市
計
画
で
あ

る
と
考
え
る
。
市
の
顔
と
も
言
え

る
玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅

並
び
に
西
鉄
二
日
市
駅
及
び
中
心

市
街
地
活
性
化
事
業
の
都
市
基
盤

整
備
が
進
ん
で
い
な
い
。
厳
し
い

財
政
状
況
で
は
あ
る
が
、
創
意
・

工
夫
を
さ
れ
、
粘
り
強
く
推
進
さ

れ
る
よ
う
要
請
す
る
。

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

一
般
会
計
か
ら
、
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
り
出
し

金
が
毎
年
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る
。
こ
の
赤
字
繰
り
出
し
金

の
抑
制
策
と
し
て
、
市
民
の
健
康

づ
く
り
に
効
果
的
な
施
策
を
展
開

す
る
た
め
、
先
進
地
の
調
査
・
研

究
を
さ
れ
る
と
と
も
に
、
市
民
へ

の
さ
ら
な
る
啓
発
を
図
ら
れ
る
よ

う
要
請
す
る
。
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（3）

発
議
5

原
案
可
決

「
無
年
金
在
日
外
国
人
障
害
者
・
高
齢
者
」
の
救
済
を

求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

発
議
No.

件
　
　
　
　
　
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
審
議
結
果

陳
情
3

陳
情
4

山
口
小
学
童
保
育
所
移
設
に
関
す
る
陳
情

二
日
市
北
小
学
校
学
童
保
育
所
新
設
に
関
す
る
陳
情

陳
情
No.

件
　
　
　
　
　
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　

【
議
員
提
出
議
案
】

【
陳
情
】

請
願
3

採

　

択

「
無
年
金
在
日
外
国
人
障
害
者
・
高
齢
者
」
の
救
済
に

関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

請
願
No.

件
　
　
　
　
　
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
審
議
結
果

【
請
願
】

議
案
68

議
案
69

議
案
70

議
案
71

議
案
72

議
案
73

議
案
74

議
案
75

議
案
76

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

筑
紫
野
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

筑
紫
野
市
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る

契
約
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

筑
紫
野
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

記
号
式
投
票
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

住
居
表
示
に
伴
う
字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更
に
つ
い
て

財
産
（
土
地
）
の
取
得
に
つ
い
て

平
成
17
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）

に
つ
い
て

平
成
17
年
度
筑
紫
野
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て

平
成
17
年
度
筑
紫
野
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）
に
つ
い
て

議
案
No.

件
　
　
　
　
　
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
審
議
結
果

平成16年度　各会計歳入歳出決算総括表　　　　（単位：千円、％） 

一　般　会　計 

48,682,834 
（50,279,134） 

29,117,046 
（30,713,346） 

6,481,477 

7,455,784 

36,752 

8,075 

3,878,318 

603,034 

1,087,300 

4,958 

288 

9,802

47,909,619 
（49,505,919） 

28,502,841 
（30,099,141） 

6,419,271 

7,354,990 

38,919 

6,285 

3,892,970 

592,306 

1,087,297 

4,934 

134 

9,672

98.4 
（98.5） 

97.9 
（98.0） 

99.0 

98.6 

105.9 

77.8 

100.4 

98.2 

100.0 

99.5 

46.5 

98.7

47,296,055 
（48,892,355） 

27,897,428 
（29,493,728） 

6,412,835 

7,400,574 

36,375 

6,284 

3,849,500 

592,306 

1,087,297 

4,354 

134 

8,968

97.2 
（97.2） 

95.8 
（96.0） 

98.9 

99.3 

99.0 

77.8 

99.3 

98.2 

100.0 

87.8 

46.5 

91.5

107,903 
（107,903） 

107,903 
（107,903） 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

505,661 
（505,661） 

497,510 
（497,510） 

6,436 

△ 45,584 

2,544 

1 

43,470 

0 

0 

580 

0 

704

合　計 

区　　　　　分 予算現額 差引残額 
歳 入 決 算 額 

国民健康保険事業 

老 人 保 健 事 業  

住宅新築資金等貸付事業 

奨学資金貸与事業 

介 護 保 険 事 業  

農業集落排水事業 

土 地 取 得 事 業  

二 日 市 財 産 区  

御 笠 財 産 区  

平等寺山財産区 

金　　額 収入率 
歳 出 決 算 額 繰越事業費 
金　　額 執行率 繰越財源 

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計 

※（　）内は、減税補てん債借換分を含めた額 



筑
紫
野
市
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
の
制
定

（
市
民
環
境
委
員
会
）

全
員
一
致
原
案
可
決

こ
の
条
例
は
、「
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
」
並
び
に
筑
紫
野

市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
の
答
申

を
踏
ま
え
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を

総
合
的
・
計
画
的
に
推
進
す
る
た

め
に
制
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。
こ

の
条
例
は
、
冒
頭
に
前
文
を
置
き
、

第
１
章
か
ら
第
６
章
ま
で
の
全
55

条
及
び
附
則
か
ら
構
成
さ
れ
て
お

り
、
施
行
日
は
平
成
18
年
４
月
１

日
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。

委
員
か
ら
、「
こ
の
条
例
の
制

定
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
効
果
が
期

待
で
き
る
の
か
」、「
男
女
共
同
参

画
推
進
委
員
の
設
置
効
果
は
な
に

か
」、「
こ
の
条
例
制
定
後
の
見
直

し
を
す
る
な
ど
柔
軟
に
対
応
す
る

考
え
は
あ
る
の
か
」
と
の
質
疑
が

あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
市
に
対
し

て
は
、
さ
ら
に
積
極
的
に
施
策
を

推
進
す
る
た
め
の
法
的
根
拠
と
な

り
、
ま
た
、
市
民
に
対
す
る
市
の

積
極
的
な
姿
勢
、
意
思
表
明
と
な

り
、
市
民
の
関
心
と
信
頼
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
」、

「
苦
情
や
救
済
処
理
に
つ
い
て
の

市
の
積
極
的
姿
勢
が
明
確
に
な

り
、
特
に
行
政
内
部
で
の
効
果
が

大
き
い
こ
と
が
先
進
地
で
の
調
査

結
果
に
も
出
て
い
る
」、「
上
級
法

が
変
わ
り
改
正
が
必
要
で
あ
る
場

合
、
ま
た
、
時
代
背
景
の
変
化
に

も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
」
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

市
民
環
境
委
員
会
と
し
て
は
、

全
員
一
致
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
筑
紫
野
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て

（
総
務
委
員
会
）

全
員
一
致
原
案
可
決

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
４
８
５

０
万
４
千
円
を
追
加
し
て
、
予
算

総
額
を
３
０
９
億
４
０
５
２
万
４

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
歳
入
は
、

主
に
国
庫
支
出
金
の
減
及
び
県
支

出
金
の
増
に
よ
る
も
の
で
、
歳
出

は
、
主
に
電
算
シ
ス
テ
ム
更
新
支

援
業
務
委
託
料
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

事
業
助
成
金
、
民
間
保
育
所
施
設

整
備
助
成
金
な
ど
で
す
。
委
員
か

ら
、「
電
算
シ
ス
テ
ム
更
新
支
援

業
務
委
託
料
の
内
容
は
な
に
か
」、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
が
、

む
さ
し
ヶ
丘
区
に
決
ま
っ
た
理
由

は
な
に
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

執
行
部
か
ら
「
来
年
12
月
に
リ
ー

ス
契
約
が
切
れ
る
の
で
、
今
後
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
ホ
ス
ト
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
中
心
に
検
討
す
る
委

託
料
で
あ
る
」、「
区
よ
り
申
請
が

あ
っ
た
。
今
後
、
こ
の
制
度
に
つ

い
て
利
活
用
を
図
っ
て
い
く
」
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

総
務
委
員
会
と
し
て
は
、
全
員

一
致
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
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特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た

第
四
次
筑
紫
野
市
総
合
計
画

基
本
構
想
に
関
し
て
、
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
９

月
30
日
に
は
第
１
回
特
別
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
今
後
の
審
査

日
程
及
び
審
査
方
法
の
確
認
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
合
計

画
は
、
本
市
の
将
来
都
市
像
を

明
ら
か
に
し
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
な
る
こ
と
か

ら
、
特
別
委
員
会
と
し
て
閉
会

中
も
継
続
し
て
慎
重
に
審
査
を

行
い
ま
す
。

（％） 

〈歳入の状況〉 〈歳出の状況〉 

0

20

40

60

80

100

10

30

50

70

90

市　   税 

地方交付税 

市　   債 

国庫支出金 

県支出金 
3.4%

繰越金 
2.1%

A 14.2%

Ｂ   6.9%

36.4%

14.1%

13.6%

9.3%

民 生 費  
27.7%

公 債 費  
18.5%

土 木 費  
15.6%

総 務 費  
11.1%

教 育 費  
10.7%

衛 生 費  
9.1%

消防費・農林水産業費 
・商工費・議会費など 

 

7.3%B 
地方消費税交付金 
 　　　　   2.6% 
地方特例交付金 
　　　   1.3% 
地方譲与税 
　　　   1.6% 
自動車取得税 
　交付金  0.6% 
利子割交付金 
 　　　  0.3% 
配当割交付金 
 　　　  0.1% 
株式等譲渡所得割 
　交付金  0.1% 
ゴルフ場利用税 
　交付金  0.2% 
交通安全対策特別 
　交付金  0.1% 
国有提供施設等所在 
市町村助成交付金 
　          0.0% 
 A 
繰入金　　6.9% 
諸収入       3.3% 
使用料及び手数料 
　　　   1.9% 
分担金及び負担金 
　　 　  1.5% 
財産収入   0.6% 
寄付金　  0.0%

平成16年度　一般会計決算 
平成16年度　筑紫野市水道・下水道事業決算報告書 

（単位：円） 

収　益　的　収　入 

　　〃　　　支　出 

資　本　的　収　入 

　　〃　　　支　出 

収　益　的　収　入 

　　〃　　　支　出 

資　本　的　収　入 

　　〃　　　支　出 

水
　
道
　
事
　
業 

下
　
水
　
道
　
事
　
業 

1,534,239,888 

1,426,423,864 

458,529,150 

810,720,547 

1,859,321,589 

1,822,110,028 

1,427,120,243 

1,663,757,928

○
名
称

第
四
次
筑
紫
野
市
総
合
計
画

審
査
特
別
委
員
会

○
特
別
委
員
会
委
員

議
員
全
員
（
現
員
22
名
）

○
委
員
長
及
び
副
委
員
長

委
員
長
　
　
森
田
　
健
二
議
員

副
委
員
長
　
秋
岡
　
宏
昌
議
員
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平成17年 第４回 筑紫野市議会　定例会（９月）会期日程 
（会期９月６日～１０月４日・２９日間） 

日 委　員　会 摘　　要 曜日 会議名称 

9

 

本会議 

 

 

 

本会議 

 

議案上程、提案理 

由説明、監査報告 

議案研究日 

議案研究日 

請願上程、 

質疑・委員会付託 

休会日 

休会日 

 

 

 

 

 
議員定数条例調査特別委員会 

 

 

総務常任委員会 

市民環境常任委員会 

総務常任委員会 

市民環境常任委員会 

文教福祉常任委員会 

建設経済常任委員会 

文教福祉常任委員会 

建設経済常任委員会 

産業廃棄物問題対策特別委員会 

人権・同和対策特別委員会 

月 
 

６ 

７ 

８ 

 
９ 

10
 

11 
 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

 

16 

17

 

火 

水 

木 
 

金 

土
 

日 
 

月 

 

火 

 

水 

 

木 

 

金 

土 

日 委　員　会 摘　　要 曜日 会議名称 

10

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本会議 
 

本会議 
 
 
 

 
本会議 

休会日 
休会日 
 
 
 

休会日 
休会日 
休会日 
 
 
 

一般質問 
 

一般質問 

休会日 
休会日 

（委員会審査報告整理） 
  委員長報告、発議上程、 
質疑、討論、採決 

 
 

地域生活交通対策特別委員会 
総務常任委員会 
総務常任委員会 

 
 
 

総務常任委員会･市民環境常任委員会 
総務常任委員会 
総務常任委員会 

 
 

月 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

 
30 

１ 

２ 

３ 
 

４ 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

 
金 

土 

日 

月 

 
火 

休会日 

第四次筑紫野市総合計画 
 審査特別委員会･市民環境常任委員会 

「無年金在日外国人障害者・高齢者」の救済を求める意見書

昭和34年から国民年金制度がスタートしたが、在日韓国・朝鮮人は昭和57年の国籍条項撤廃まで制度適用の対象外にお
かれていた。昭和57年１月１日の時点で20歳を超えていた障害者が今もなお無年金状態のままにおかれている。また、昭
和61年４月１日の時点で60歳を超えていた者も同様である。
このことは、国民年金制度発足時にとられた措置、小笠原・沖縄返還時、中国残留帰国者に対する措置において、一定
年齢以上の者には、当人の責任によらない理由で保険料を納めることが出来なかったとして、その救済規定が盛り込まれ
ていた。これに比べれば、在日韓国・朝鮮人及び旧台湾人に対する不公平な措置と言わざるをえない。
このため保険料を年金から天引きする介護保険制度に至っては、無年金高齢者の方まで負担が重くのしかかっていると
いう状況にある。
近年、各自治体においては、年金制度の是正を国に求めると共に救済措置として独自の給付事業を始めている。こうし
た救済措置に甘んじることなく、在日韓国・朝鮮人及び旧台湾人の高齢者・障害者の現状の改善を図るための抜本的な法
の改善を速やかに講じられるよう強く要望する。

記
１．特定障害者に対する特別障害給付金の支給に関する法律を改正し、同法に定める特定障害者に無年金の在日外国人障

害者を含めること。
２．無年金の在日外国人高齢者に、老齢基礎年金相当の給付金を支給する制度措置を講じること。

■　送付先：内閣総理大臣、内閣官房長官、厚生労働大臣、財務大臣

あなたも議会を傍聴しませんか。

また、議会に対して請願、陳情をすることができ

ます。詳しいことは、筑紫野市議会事務局（電話

929-5399）へ

お問い合わせください。

市議会関係日程のお知らせ（予定）
（あくまでも予定であり、変更される場合がありますので、ご注意下さい。）

○　次回（12月）定例会関係
11月28日 （月） 議会運営委員会
12月 1日 （木） 本会議（初日：議案上程、提案理由説明）

5日 （月） 〃　（発議・請願上程、質疑、委員会
付託）

6日 （火）
〜　　　　　 常任委員会、特別委員会
13日 （火）
14日 （水） 本会議（一般質問）
15日 （木） 〃　（ 〃　 ）
19日 （月） 〃　（最終日：委員会審査報告、質疑、

討論、採決）

請 願 採 択 ・ 意 見 書 提 出

『「無年金在日外国人障害者・高齢者」の救済に関する意見書の提出を求める請願』を採択し、これに基づき次の意見書
を可決し、関係機関に送付しました。
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質問者 質　問　事　項 質問者 質　問　事　項 

1．行政組織機構改革について 
2．商工観光振興策について 
3．防災対策について 
 
1．次世代育成支援行動計画について 
2．筑紫野市におけるアスベスト問題に
ついて 

 
1．山神ダム上流域の産業廃棄物処分場
問題について 

2．児童、生徒の不登校問題について 
3．地域の特性を活かしたまちづくり・
地域活性化について　　　 ほか１件 

 
1．固定資産家屋特定調査委託事業と地
場産業育成について 

2．宝満環境センター新規施設建設につ
いて 

3．筑紫野団地内、新設公園の進捗状況
について 

 
1．防犯情報メール配信事業について 
2．文書管理システムによるペーパーレ
ス化、経費削減の進捗状況について 

 
 
1．入札問題について 
2．中央通りの活性化について 
3．ＩＴ関係について　　　　ほか２件 

秋岡　宏昌 

若松　道子 

上村　和男 

大石　　泰 

尾野　正義 

鹿島　康生 

1．小地区公民館の改築・改修の補助に
ついて 

2．公営住宅の増設について 
3．学校給食を自校直営調理方式に 
 
1．水源地の（株）産興、旧村川組の違法
産廃の撤去について 

2．高層マンション建設ラッシュに歯止
めを 

3．二日市北小学校の学童保育所の新築
を　　　　　　　　　　　 ほか１件 

 
1．陸上競技場の管理について 
2．飼犬の管理について 
 
1．アスベスト対策について 
2．高齢者対策について 
 
1．財政健全化計画について（平成１７
年度分） 

2．職員定数について 
 
1．事業所の生ごみの再利用について 
2．認証保育所制度について 
 
1．ＪＲ二日市駅の自由通路について 
 
1．抽選入札について 
2．広報紙一元化について 
3．地域再生プログラムについて 

城間　広子 

篠原　範子 

伊藤　利之 

佐藤　政志 

横尾　秋洋 

古瀬富美子 

田中　　允 

赤司　泰一 

９月定例会の一般質問では市政について、14名の議員が38項目にわたり質問しました。 
質問の内容については、議員本人の提出原稿により編集しています。 

 

一 般 質 問 

詳しい内容は、12月上旬より、市民図書館・地区公民館・コミュニティセンターにて会議録をご覧ください。 
また、12月中旬頃から、市公式ホームページでも会議録が閲覧できます。 

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
・
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

議
員

地
域
の
特
性
を
活
か
す
こ

と
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
で
あ

る
。
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

は
、
市
民
参
加
の
下
に
３
年
余
か

け
て
策
定
さ
れ
た
も
の
と
聞
い
て

い
る
。
で
き
ば
え
は
な
か
な
か
だ

が
、
計
画
倒
れ
、
作
っ
た
だ
け
と

い
う
市
民
の
痛
烈
な
批
判
も
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
は
な
に
か
。

建
設
経
済
部
長

ソ
フ
ト
面
の
整

備
が
必
要
で
あ
り
、
住
民
と
行
政

が
共
同
し
て
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
ど
う
進
め

て
い
く
か
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
等

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
市
と

し
て
は
、
田
園
、
集
落
、
山
林
な

ど
の
本
来
の
機
能
や
環
境
を
保
ち
、

ま
ち
と
融
合
す
る
秩
序
あ
る
土
地

利
用
の
実
現
と
魅
力
あ
る
居
住
環

境
や
郷
土
風
景
の
整
備
と
保
全
を

図
り
、
計
画
的
な
特
色
あ
る
ま
ち 都 市 基 盤

発展の
礎を築く

づ
く
り
の
形
成
に
向
け
て
、
住
民

と
と
も
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
の

自
由
通
路
に
つ
い
て

議
員

今
ま
で
も
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅

西
側
の
ま
ち
づ
く
り
や
東
西
を
結

ぶ
自
由
通
路
の
早
期
設
置
を
訴
え

て
来
た
が
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
自
由
通
路
の

建
設
に
は
今
の
駅
舎
及
び
東
側
の

駅
前
広
場
や
夢
さ
か
え
21
等
を
含

め
た
市
の
中
央
玄
関
口
で
あ
る
Ｊ

Ｒ
二
日
市
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

を
ど
う
す
る
の
か
。

建
設
経
済
部
長

次
田
・
大
門
線

の
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
自
由
通

路
の
基
本
計
画
を
本
年
度
作
成
し

た
。
既
存
駅
舎
の
改
築
、
駅
前
広

場
の
位
置
、
栄
町
地
区
再
開
発
計

画
な
ど
と
の
総
合
的
な
調
整
が
必

要
で
あ
り
、
関
係
機
関
と
協
議
を

し
な
が
ら
整
備
を
行
い
た
い
。

市
長

自
由
通
路
が
で
き
て
い
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
人
の
流
れ
も
変

わ
り
、
活
性
化
の
方
策
の
重
要
な

柱
に
な
る
。
財
政
厳
し
い
中
で
は

あ
る
が
、
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
ラ
ッ

シ
ュ
に
歯
止
め
を

議
員

京
町
行
政
区
で
15
階
建
て

１
棟
、
14
階
建
て
と
15
階
建
て
２
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棟
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
計
画

が
起
き
、
住
民
は
日
照
、
風
害
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
等
、
不
安

を
抱
い
て
い
る
。
市
長
が
市
民
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
言
う
の
な

ら
条
例
、
要
綱
等
で
歯
止
め
を
。

ま
た
業
者
へ
住
民
に
誠
実
に
説
明

す
る
よ
う
指
導
す
べ
き
で
は
。

建
設
経
済
部
長

開
発
計
画
の
内

容
等
を
踏
ま
え
、
事
業
者
に
対
し
、

周
辺
住
民
や
環
境
等
へ
の
配
慮
な

ど
地
元
へ
の
十
分
な
説
明
と
協
議

及
び
調
整
を
図
る
よ
う
市
の
整
備

要
綱
に
基
づ
き
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
住
民
意
見
を
尊
重
し
た
開
発

計
画
と
な
る
よ
う
開
発
事
業
者
に

要
請
す
る
と
と
も
に
、
最
大
限
の

努
力
、
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

飼
い
犬
の
管
理
に
つ
い
て

議
員

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用

地
の
近
隣
に
、
大
型
の
一
戸
建
て

住
宅
団
地
が
あ
り
、
農
道
、
市
道

で
の
飼
い
犬
散
歩
頭
数
が
多
い
。

途
中
で
の
排
便
処
理
が
不
適
切
で

あ
っ
た
り
す
る
の
で
、
農
地
の
休

耕
田
を
利
用
し
て
の
犬
の
運
動
場

が
で
き
な
い
か
。

人
権
環
境
政
策
部
長
　
休
耕
田
の

活
用
に
は
、
整
地
や
管
理
事
務
所

の
整
備
な
ど
の
費
用
負
担
及
び
周

辺
農
地
へ
の
犬
の
侵
入
、
鳴
き
声
、

臭
い
な
ど
に
対
す
る
苦
情
も
想
定

さ
れ
、
そ
れ
ら
を
総
合
的
に
解
決

す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
考
え
る
。

ふ
ん
の
処
理
問
題
を
根
本
的
に
解

決
す
る
に
は
、
飼
い
主
の
マ
ナ
ー

向
上
が
不
可
欠
で
あ
り
、
愛
犬
家

の
た
め
の
し
つ
け
方
教
室
な
ど
を

開
催
し
、
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め

た
い
。

事
業
所
の
生
ご
み
の

再
利
用
に
つ
い
て

議
員

食
品
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は

環
境
負
荷
を
減
ら
す
た
め
、
食
品

残
渣
等
の
再
利
用
目
標
を
、
平
成

18
年
度
ま
で
に
20
％
減
と
し
て
い

る
が
事
業
所
へ
の
働
き
か
け
は
ど

の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
。
そ

の
生
ご
み
を
焼
却
せ
ず
バ
イ
オ
処

理
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
肥
料
と
し
て

安
心
安
全
の
農
業
振
興
の
堆
肥
と

し
て
活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

人
権
環
境
政
策
部
長

事
業
者
に

対
す
る
現
状
把
握
、
指
導
及
び
助

言
等
は
農
林
水
産
省
が
直
接
行
う

が
、
市
と
し
て
も
再
生
利
用
等
を

促
進
す
る
た
め
の
啓
発
に
今
後
努

め
た
い
。

市
長

食
の
安
心
安
全
と
い
う
課

題
は
、
大
変
重
要
だ
と
考
え
る
。

有
機
農
法
は
、
今
後
推
進
す
べ
き

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
思
う
。
農

業
者
の
自
主
的
な
取
組
を
推
進
す

る
た
め
、
県
及
び
Ｊ
Ａ
筑
紫
な
ど

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
積
極

的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て

議
員

市
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
使

用
部
分
を
解
体
、
撤
去
す
る
場
合

の
粉
じ
ん
の
飛
散
防
止
、
作
業
の

監
視
体
制
及
び
廃
石
綿
の
適
正
処

理
の
指
導
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
へ
の
国
に
よ
る
補
償
に
対
す

る
要
望
は
ど
う
な
さ
れ
て
い
る
か
。

人
権
環
境
政
策
部
長

解
体
、
撤

去
の
際
は
、
関
係
規
則
を
遵
守
し
、

従
業
員
・
近
隣
住
民
へ
の
被
害
を

防
ぐ
と
と
も
に
、
作
業
監
視
体
制

の
強
化
に
努
め
た
い
。
廃
石
綿
の

適
正
処
理
の
指
導
は
、
現
在
、
石

綿
を
含
む
建
物
解
体
工
事
の
一
部

は
県
知
事
へ
の
届
け
出
を
要
す
る

が
、
今
後
国
の
規
制
強
化
に
よ
り
、

す
べ
て
を
届
け
出
る
こ
と
と
な

る
。
ま
た
具
体
的
処
理
方
法
は
廃

棄
物
処
理
法
に
よ
る
。
国
に
は
健

康
被
害
補
償
、
建
物
解
体
に
伴
う

ア
ス
ベ
ス
ト
の
適
正
処
理
を
含
め

た
６
項
目
を
要
望
し
て
い
る
。

筑
紫
野
市
に
お
け
る

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
つ
い
て

議
員

最
近
大
き
な
社
会
問
題
と

し
て
ア
ス
ベ
ス
ト
が
不
安
を
投
げ

か
け
て
お
り
マ
ス
コ
ミ
で
も
殆
ど

毎
日
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
①

筑
紫
野
市
の
実
態
を
ど
の
様
に
把

握
し
て
お
ら
れ
る
の
か
②
正
し
い

情
報
を
提
供
す
る
た
め
に
、
市
民

の
不
安
を
受
け
止
め
る
た
め
の
相

談
窓
口
等
を
設
け
る
必
要
は
な
い

か
お
尋
ね
す
る
。

総
務
部
長

本
年
８
月
に
全
公
共

施
設
の
調
査
を
行
い
、
各
施
設
の

吹
き
付
け
材
に
つ
い
て
、
ア
ス
ベ

ス
ト
の
有
無
を
分
析
中
で
あ
る
。

使
用
さ
れ
て
い
た
場
合
は
、
撤
去

も
し
く
は
密
封
工
事
を
施
工
す

る
。
自
己
住
宅
に
関
わ
る
相
談
窓

口
は
環
境
保
全
課
と
し
、
市
公
共

施
設
に
つ
い
て
は
施
設
管
理
者
と

し
て
い
る
。
市
民
へ
の
情
報
伝
達

は
広
報
「
ち
く
し
の
」
で
実
施
し

て
お
り
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

行
わ
れ
て
い
る
。

防
犯
情
報
メ
ー
ル
配
信
事
業

に
つ
い
て

議
員

春
日
市
で
は
、
す
で
に
防

犯
メ
ー
ル
配
信
事
業
に
つ
い
て
、

積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
が
、『
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
』
を
目
指
し
、
筑
紫
野
市
内

で
発
生
し
た
犯
罪
や
不
審
者
事

案
・
不
審
火
等
、
防
犯
に
関
す
る

情
報
は
ど
の
よ
う
に
市
民
に
向
け

て
配
信
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
配

信
サ
ー
ビ
ス
を
い
つ
始
め
る
の
か
。

総
務
部
長

不
審
者
情
報
の
メ
ー

ル
配
信
は
一
日
も
早
く
情
報
提
供

の
体
制
作
り
及
び
そ
の
情
報
に
対

す
る
対
応
基
準
シ
ス
テ
ム
を
確
立

し
た
い
。
同
時
に
防
犯
、
防
災
情

報
シ
ス
テ
ム
も
含
め
、
情
報
の
共

有
化
の
確
立
に
向
け
て
実
施
で
き

る
よ
う
検
討
し
た
い
。

市
長

防
犯
情
報
の
メ
ー
ル
配
信

は
、
関
係
部
課
長
に
対
し
早
急
に

実
施
で
き
る
よ
う
具
体
的
に
検
討

す
る
こ
と
を
指
示
す
る
。
市
全
体

の
シ
ス
テ
ム
化
は
課
題
が
あ
る

が
、
平
成
18
年
度
に
は
実
施
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

生 活 環 境

暮らしの
クオリティーを
高める



宝
満
環
境
セ
ン
タ
ー
新
規
施

設
建
設
に
つ
い
て

議
員

新
規
施
設
は
平
成
19
年
度

稼
動
と
言
っ
て
い
る
が
間
に
合
う

の
か
。
ま
た
新
聞
等
で
業
者
の
談

合
情
報
が
あ
る
が
業
者
選
定
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
長

土
地
造
成
の
進
捗
率
は
53
％

で
着
々
と
事
業
が
進
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
熱
回
収
施
設
の
建
設
は
、

国
土
交
通
省
所
管
の
橋
梁
談
合
に

よ
っ
て
、
溶
融
炉
メ
ー
カ
ー
の
ほ

と
ん
ど
が
指
名
停
止
処
分
さ
れ
て

お
り
、
幾
ら
か
遅
れ
る
と
い
う
可

能
性
が
あ
る
。
現
在
、
組
合
議
会

に
も
現
状
の
説
明
と
問
題
提
起
を

行
い
、
早
期
着
工
に
向
け
、
幹
事

会
を
中
心
に
議
論
を
行
っ
て
い
る
。

認
証
保
育
所
に
つ
い
て

議
員

西
鉄
の
新
駅
構
想
、
Ｊ
Ｒ

二
日
市
駅
前
整
備
計
画
等
、
ま
だ

人
口
増
が
見
込
ま
れ
る
。
待
機
児

童
対
策
に
公
・
私
立
保
育
所
の
定

員
増
で
対
応
さ
れ
て
い
る
が
、
現

場
は
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
認
可

外
保
育
施
設
を
市
が
基
準
を
定
め

て
認
証
す
る
制
度
で
、
仕
事
を
し

な
が
ら
子
育
て
す
る
親
に
安
心
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長

平
成
14
、
15
、

17
年
度
に
お
い
て
、
２
９
０
人
の

定
員
を
増
や
し
た
。
ま
た
、
定
員

枠
の
弾
力
的
運
用
も
活
用
し
て
い

る
。
今
日
の
社
会
経
済
情
勢
か
ら

も
、
入
所
希
望
は
増
え
る
と
見
込

ん
で
い
る
が
、
当
面
は
こ
の
内
容

に
よ
り
進
め
た
い
。

市
長

特
に
二
日
市
及
び
針
摺
地

区
の
人
口
が
増
え
て
お
り
、
そ
の

地
区
の
保
育
所
の
入
所
希
望
も
増

加
し
て
い
る
。
認
証
保
育
所
制
度

は
、
認
証
の
基
準
等
調
査
す
べ
き

課
題
が
あ
る
た
め
、
今
後
の
研
究

課
題
と
し
た
い
。
あ
ら
ゆ
る
制
度

の
利
活
用
を
含
め
て
、
待
機
児
童

対
策
に
万
全
を
期
し
た
い
。

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

議
員

認
知
症
や
知
的
障
害
者
な

ど
で
判
断
力
が
十
分
で
な
い
人
た

ち
の
契
約
や
財
産
管
理
な
ど
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
成
年
後
見
制
度
」

が
創
設
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
の

し
っ
か
り
と
し
た
支
援
体
制
を
整

え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い

る
が
、
本
市
の
活
用
状
況
と
今
後

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

本
市
の
成
年
後

見
制
度
利
用
支
援
事
業
は
、
平
成

15
年
に
要
綱
を
制
定
し
、
活
用
状

況
は
１
件
で
あ
る
。
介
護
保
険
法

の
改
正
に
よ
り
、
来
年
４
月
か
ら

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
が

市
町
村
の
責
任
と
な
っ
た
。
セ
ン

タ
ー
で
の
業
務
と
し
て
成
年
後
見

制
度
の
活
用
な
ど
権
利
擁
護
業
務

が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
市
で
も
本

制
度
の
活
用
、
相
談
体
制
や
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
、
地

域
福
祉
計
画
の
推
進
も
絡
め
て
十

分
検
討
し
て
い
く
。

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
に
つ
い
て

議
員

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
第
１
章
の
具
体
的
施
策
に
学
童

保
育
事
業
の
充
実
と
あ
る
が
各
学

童
保
育
所
の
現
状
と
評
価
ま
た
課

題
を
ど
の
様
に
捉
え
て
い
る
か
。

第
２
章
に
子
ど
も
が
正
し
い
食
習

慣
を
身
に
つ
け
る
為
の
食
育
の
推

進
と
あ
る
が
今
一
つ
作
る
人
の
温

か
さ
を
、
心
を
食
べ
る
事
だ
と
言
う

観
点
の
指
導
が
必
要
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長

今
日
の
社
会
経

済
情
勢
に
よ
り
入
所
希
望
が
増
加

し
て
い
る
。
施
設
の
狭
小
や
不
審

者
等
の
問
題
か
ら
増
改
築
の
要
望

も
出
て
い
る
。
教
育
委
員
会
と
協

議
し
、
学
校
施
設
の
利
活
用
も
含

め
検
討
し
て
い
く
。
食
育
に
つ
い

て
は
、
食
生
活
改
善
推
進
会
と
連

携
し
て
諸
事
業
を
展
開
し
て
い
る

が
、
市
民
対
象
に
地
域
活
動
を
行

っ
て
い
る
団
体
を
連
携
の
輪
に
入

れ
、
点
か
ら
面
の
活
動
へ
と
事
業

推
進
の
組
織
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

食
を
通
し
て
心
の
健
康
を
育
む
視

点
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

二
日
市
北
小
学
校
の
学
童
保

育
所
の
新
築
を

議
員

各
学
童
保
育
所
は
児
童
数

増
で
保
育
困
難
な
状
況
だ
。
二
日

市
東
小
学
童
は
昨
年
２
月
に
３
３

０
０
万
円
の
契
約
で
増
設
し
た
。

各
学
童
公
平
に
整
備
す
べ
き
だ
が

二
日
市
北
小
は
学
童
45
名
、
一
人

当
り
生
活
面
積
１
・
１
８
㎡
と
最

も
狭
く
ト
イ
レ
も
２
つ
。
新
築
す

べ
き
。
財
政
難
を
理
由
に
先
延
ば

し
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
が
。

健
康
福
祉
部
長

二
日
市
北
小
学

校
区
の
児
童
数
は
今
後
も
増
加
す

る
も
の
と
予
測
さ
れ
、
学
童
保
育

所
へ
の
入
所
増
傾
向
を
併
せ
考
え

る
と
、
増
設
が
必
要
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
施
設
整

備
方
針
、
内
容
を
含
め
た
調
査
を

始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
市
内
全

小
学
校
の
学
童
保
育
所
が
開
所
し

た
こ
と
か
ら
も
、
全
体
的
な
整
備

計
画
の
策
定
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

陸
上
競
技
場
の
管
理
と
活
用

に
つ
い
て

議
員

フ
ェ
ン
ス
の
傾
き
、
つ
る

草
の
絡
み
、
樹
木
の
手
入
れ
が
久

し
く
行
わ
れ
て
い
な
い
。
九
州
国

立
博
物
館
に
来
ら
れ
る
市
外
の
方

に
対
し
て
も
、
早
急
な
対
応
は
で

き
な
い
か
。
さ
ら
な
る
活
用
を
図

る
た
め
、
広
く
市
民
に
使
用
を
呼

び
か
け
、
掲
示
板
等
を
設
置
し
、

市
民
の
健
康
増
進
の
た
め
の
場
と

な
る
取
組
は
で
き
な
い
か
。
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人のかがやく
場をふやす

保健・医療・福祉

安心と
あたたかさを
追求する

二日市北小学校学童保育所
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教
育
部
長

樹
木
等
の
管
理
は
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し

て
お
り
、
フ
ェ
ン
ス
等
は
必
要
に

応
じ
て
補
修
し
て
い
る
。
大
規
模

な
補
修
は
、
予
算
を
計
上
し
対
応

し
て
お
り
、
予
算
不
足
分
は
、
対

応
で
き
て
い
な
い
。
使
用
促
進
に

つ
い
て
は
、
市
陸
上
競
技
協
会
が

大
会
及
び
記
録
会
を
通
じ
て
参
加

者
に
啓
発
を
行
い
、
市
や
体
育
協

会
主
催
事
業
で
も
学
校
を
通
じ
て

児
童
・
生
徒
に
啓
発
し
て
い
る
。

掲
示
板
は
、
設
置
場
所
及
び
掲
示

内
容
を
利
用
者
等
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
今
後
検
討
す
る
。

小
地
区
公
民
館
の
改
築
・
改

修
の
補
助
率
の
引
き
上
げ
を

議
員

半
数
以
上
の
公
民
館
は
築

24
年
以
上
と
老
朽
化
し
て
い
る
。

公
民
館
の
役
割
は
、
社
会
教
育
の

振
興
を
図
る
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
高
齢
者
の
憩
い
の
場
や
、
地

域
福
祉
の
核
と
し
て
、
ま
た
災
害

時
の
避
難
場
所
な
ど
と
変
化
し
て

い
る
。
小
さ
な
自
治
会
で
は
財
政

的
な
負
担
が
大
き
く
改
築
は
困
難
。

補
助
率
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
。

教
育
部
長

す
で
に
平
成
14
年
度

の
補
助
条
例
改
正
の
中
で
改
築
の

補
助
対
象
面
積
の
増
、
改
修
、
修

繕
の
補
助
率
の
引
き
上
げ
、
補
助

限
度
額
の
引
き
上
げ
、
建
設
用
地

以
外
の
用
地
購
入
補
助
率
の
引
き

上
げ
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、

現
行
補
助
制
度
の
見
直
し
は
考
え
て

い
な
い
。
ご
理
解
願
い
た
い
。

学
校
給
食
を
自
校
直
営
方
式
に

議
員

学
校
給
食
は
教
育
で
あ
り
、

人
間
づ
く
り
の
原
点
。
子
ど
も
の

考
え
る
力
、
豊
か
な
心
を
育
て
る

食
教
育
を
学
校
給
食
の
場
で
つ
け

さ
せ
る
こ
と
は
重
要
。
本
市
で
は

１
日
９
４
０
０
食
を
作
る
マ
ン
モ

ス
共
同
調
理
場
で
あ
る
。
調
理
場

は
築
24
年
と
老
朽
化
し
て
い
る
。

建
替
え
時
期
を
視
野
に
入
れ
て
、

自
校
方
式
を
導
入
す
べ
き
。

教
育
部
長

自
校
方
式
へ
の
移
行

は
、
移
行
時
の
建
築
投
資
額
が
高

額
に
な
る
こ
と
や
、
移
行
後
の
維

持
管
理
、
運
営
費
な
ど
が
現
行
方

式
に
比
べ
て
負
担
増
と
な
る
。
将

来
の
学
校
給
食
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
調
査
、
研
究
を

継
続
し
て
進
め
た
い
。

児
童
、
生
徒
の
不
登
校
問
題

に
つ
い
て

議
員

不
登
校
児
童
、
生
徒
を
抱

え
る
家
庭
、
学
校
現
場
は
深
刻
だ
。

せ
め
て
子
ど
も
達
が
大
人
の
見
守

り
の
網
の
目
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て

し
ま
わ
な
い
よ
う
に
連
携
し
あ
っ

て
い
き
た
い
。
教
育
委
員
会
を
セ

ン
タ
ー
に
、
家
庭
・
学
校
な
ど
の

連
携
を
図
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作

り
、
対
応
に
あ
た
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

教
育
長

不
登
校
問
題
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
例
に
応
じ
て
関
係
機
関

と
協
力
し
な
が
ら
対
応
を
考
え
て

い
る
が
、
教
育
関
係
者
だ
け
で
は

十
分
な
対
応
が
で
き
な
い
と
い
う

問
題
を
深
く
感
じ
て
い
る
。
各
教

育
委
員
会
の
取
り
組
み
の
実
態
も

踏
ま
え
な
が
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

問
題
等
も
含
め
た
と
こ
ろ
で
十
分

検
討
し
、
不
登
校
児
童
生
徒
が
い

な
い
方
向
へ
努
力
を
重
ね
て
い
き

た
い
。

商
工
観
光
振
興
に
つ
い
て

議
員

Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
策
定
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。
九
州

国
立
博
物
館
の
開
館
に
伴
う
新
た

な
商
工
観
光
振
興
策
は
。

建
設
経
済
部
長

筑
紫
野
市
商
工

会
が
主
体
と
な
り
本
構
想
策
定
に

着
手
し
、
８
月
に
策
定
委
員
会
が

開
催
さ
れ
た
。
構
想
は
、
本
年
度

末
を
め
ど
に
策
定
さ
れ
、
商
店
街

な
ど
が
事
業
化
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
九
州
国
立
博
物
館
開
館
に

伴
う
周
辺
地
域
の
活
性
化
策
等

は
、
県
が
博
物
館
を
核
と
す
る
広

域
的
活
性
化
基
本
計
画
を
策
定

し
、
関
係
市
町
と
連
携
し
具
体
策

を
推
進
し
て
い
る
。
観
光
経
済
振

興
方
策
は
環
境
や
交
通
問
題
が
先

行
し
て
お
り
、
来
場
者
の
動
向
を

見
な
が
ら
今
後
検
討
す
る
が
、
Ｊ

Ｒ
二
日
市
駅
の
歓
迎
看
板
設
置
等

を
考
え
て
い
る
。

宝
満
環
境
セ
ン
タ
ー
の
建
設

費
が
市
財
政
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て

議
員

財
政
健
全
化
計
画
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
宝
満
環
境
セ
ン

タ
ー
の
建
設
費
負
担
は
、
は
か
り

知
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
現
在
策

定
済
み
の
計
画
に
反
映
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
本
計
画
を
弾
力
的
に

修
正
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
今

の
ま
ま
で
平
成
18
年
度
、
19
年
度

の
予
算
編
成
が
で
き
る
の
か
。

市
長

宝
満
環
境
セ
ン
タ
ー
建
設

に
つ
い
て
は
、
２
市
１
町
の
一
部

事
務
組
合
で
は
あ
る
が
、
本
市
の

負
担
額
が
高
額
で
あ
る
こ
と
は
十

分
認
識
し
て
い
る
。
建
設
工
事
の

契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
額
は
確
定
し
て
い
な
い
が
、

他
の
事
務
事
業
費
用
と
の
全
体
的

な
調
整
を
図
り
な
が
ら
財
源
調
整

し
、
額
が
確
定
す
れ
ば
、
財
政
健
全

化
計
画
は
毎
年
度
見
直
し
を
す
る
。 行 財 政

みんなで
まちづくりを
すすめる

産 業 振 興

まちの力を
たくわえる

旭東公民館
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固
定
資
産
家
屋
特
定
調
査
委

託
事
業
と
地
場
産
業
育
成
に

つ
い
て

議
員

固
定
資
産
家
屋
特
定
調
査

委
託
事
業
の
随
意
契
約
の
経
過
と

根
拠
、
契
約
業
者
、
契
約
金
額
の

妥
当
性
を
尋
ね
る
。
併
せ
て
地
場

産
業
の
育
成
に
つ
い
て
、
市
長
の

考
え
と
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て

お
伺
い
す
る
。

市
民
部
長

経
験
を
持
っ
た
業
者

に
よ
る
迅
速
か
つ
的
確
な
遂
行
が

必
要
で
あ
っ
た
た
め
、
地
方
自
治

法
施
行
令
１
６
７
条
の
２
第
２
号

の
規
定
に
基
づ
き
随
意
契
約
を
行

っ
た
。
業
者
選
定
は
、
調
査
の
結

果
、
本
事
業
を
行
え
る
業
者
が
契

約
業
者
の
み
で
あ
り
、
積
算
金
額

は
、
歩
掛
か
り
及
び
他
市
町
の
契

約
金
額
を
参
考
に
し
た
。

市
長

市
内
業
者
自
身
の
施
工
能

力
な
ど
を
高
め
る
た
め
の
研
修
会

を
開
催
し
て
い
る
。
市
外
落
札
業

者
に
対
す
る
地
場
産
業
へ
の
優
先

的
下
請
発
注
の
要
請
や
文
具
等
の

購
入
が
多
い
教
育
委
員
会
に
対
し

地
場
産
業
育
成
に
努
め
る
よ
う
要

請
し
て
い
る
。
市
議
時
代
に
発
言

し
た
内
容
を
市
長
と
し
て
も
実
行

し
て
い
く
。

職
員
定
数
に
つ
い
て

議
員

団
塊
の
世
代
の
定
年
退
職

を
迎
え
て
の
対
策
、
及
び
平
成
18

年
度
予
定
の
機
構
改
革
と
の
連
動

性
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

市
長

団
塊
の
世
代
に
職
員
が
集

中
し
て
お
り
、
平
成
21
年
度
か
ら

５
年
間
で
職
員
の
２
８
・
１
％
に

あ
た
る
１
４
１
人
の
定
年
退
職
者

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
将
来
的
な

職
員
の
年
齢
構
成
の
是
正
及
び
職

員
数
の
削
減
を
基
本
と
し
、
柔
軟

か
つ
弾
力
的
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
よ
う
定
員
適
正
化
計
画

を
策
定
中
で
あ
る
。
今
回
の
機
構

改
革
も
本
計
画
と
で
き
る
だ
け
整

合
し
た
も
の
と
し
て
い
く
。

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、
経
費
削

減
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

議
員

本
年
度
施
政
方
針
に
「
行

政
業
務
の
効
率
化
・
迅
速
化
・
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
及
び
情
報
の
共
有

化
や
公
開
を
推
進
す
る
文
書
管
理

シ
ス
テ
ム
の
本
格
稼
動
」
と
あ
っ

た
が
、
ど
の
様
な
方
法
で
実
施
さ

れ
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
・
経
費
削

減
の
進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
全
庁

Ｌ
Ａ
Ｎ
の
導
入
等
に
よ
る
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
は
図
れ
た
の
か
。

総
務
部
長

平
成
15
年
度
に
シ
ス

テ
ム
業
者
等
を
選
定
し
、
パ
ッ
ケ

ー
ジ
ソ
フ
ト
を
導
入
し
た
。
翌
年

度
に
仮
稼
動
を
行
い
、
本
年
度
か

ら
本
格
稼
動
し
て
い
る
。
電
子
決

裁
部
分
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
が
図
ら

れ
て
お
り
、
今
後
各
種
業
務
が
電

子
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
さ
ら
に

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
が
進
展
す
る
。
全

庁
Ｌ
Ａ
Ｎ
シ
ス
テ
ム
の
中
で
文
書

管
理
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
て
お

り
、
文
書
収
受
の
電
子
的
処
理
や

電
子
決
裁
に
よ
り
事
務
の
迅
速
化

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

行
政
組
織
機
構
改
革
に
つ
い
て

議
員

改
革
の
範
囲
と
改
革
計
画

策
定
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
見
通

し
は
。

総
務
部
長

全
庁
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
各
課
等
が
作
成
し
た
組

織
機
構
、
事
務
事
業
及
び
事
務
分

担
に
関
す
る
調
査
票
に
基
づ
き
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
問
題
点
及
び

課
題
を
整
理
し
た
。
９
月
15
日
現

在
で
機
構
改
革
事
務
部
会
を
６

回
、
全
体
会
を
７
回
開
催
し
て
い

る
。
今
後
、
機
構
改
革
に
伴
う
条

例
改
正
等
の
整
備
を
行
い
、
12
月

定
例
市
議
会
に
条
例
及
び
補
正
予

算
を
提
案
す
る
予
定
で
あ
る
。

入
札
問
題
に
つ
い
て

議
員

日
本
の
公
共
工
事
総
額
は
、

２
０
０
０
年
度
で
約
54
兆
円
、

「
工
事
の
ほ
と
ん
ど
が
談
合
」
と

裁
判
で
認
め
ら
れ
、
談
合
に
よ
る

損
害
率
は
10
％
で
談
合
に
よ
る
損

害
は
約
５
兆
円
。
全
国
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
が
１
年
間
に
納
め
る
源
泉

徴
収
総
額
の
半
分
で
あ
る
。
本
市

の
今
後
の
取
組
進
捗
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長

抽
選
入
札
方
式
及
び

郵
便
入
札
制
度
を
そ
れ
ぞ
れ
本
年

７
月
１
日
か
ら
向
こ
う
１
年
間
、

試
行
導
入
す
る
。
抽
選
入
札
に
つ

い
て
は
、
８
月
18
日
に
起
工
第
５

号
吉
木
３
工
区
下
水
道
築
造
工
事

及
び
９
月
20
日
に
起
工
第
14
号
山

家
汚
水
幹
線
２
工
区
築
造
工
事
に

つ
い
て
実
施
し
た
。

Ｉ
Ｔ
の
経
費
削
減
に
つ
い
て

議
員

Ｉ
Ｔ
機
器
の
保
守
は
メ
ー

カ
ー
専
属
の
保
守
ル
ー
ル
の
た

め
、
競
争
原
理
が
働
か
な
い
。
一

般
的
に
言
わ
れ
る
ボ
ッ
タ
ク
リ
価

格
で
高
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

税
金
を
適
正
使
用
す
る
た
め
に

も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
か
ら
30

年
経
過
し
た
本
市
の
今
後
の
対
応

を
伺
い
た
い
。
メ
ー
カ
ー
の
Ｏ
Ｂ

人
材
の
活
用
な
ど
は
い
か
が
か
。

市
民
部
長

メ
イ
ン
機
器
と
端
末

機
器
に
区
分
し
、
全
体
に
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
機
器
に
つ
い
て
は
ス

ポ
ッ
ト
保
守
に
切
り
替
え
、
経
費

節
減
を
図
っ
て
い
る
。
メ
ー
カ
ー

Ｏ
Ｂ
の
活
用
は
、
シ
ス
テ
ム
の
安

定
稼
動
の
た
め
に
高
い
技
術
が
必

要
で
あ
る
こ
と
や
ト
ラ
ブ
ル
発
生

時
の
緊
急
態
勢
の
確
保
な
ど
ク
リ

ア
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。
機
器
保

守
の
経
費
節
減
と
安
定
稼
動
の
維

持
に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
し
て

い
る
シ
ス
テ
ム
全
般
の
見
直
し
の

中
で
総
合
的
に
判
断
を
し
て
い

く
。


